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　大地震後の駅の対応策を検討するためには，大地震によって
生じ得る事象をイメージすることが必要である。そこで，地震
に遭遇した人々と駅との間で生じ得る事象を把握するために，
大地震遭遇時を想定した質問紙調査を
実施した。今回の調査では，大地震遭
遇後の鉄道利用者の行動の特徴として
「行動の選択内容は発災時間帯や経過
時間によって変動すること」や「トイ
レの開放や多様な情報の提供を駅に求
めること」などが把握され，多様なシ
ナリオにもとづいた対応策の立案が必
要であると考えられた。また，事前の
対応策として，鉄道会社が「大地震発
生後の駅の対応などに関する情報」を
日常的に発信することが考えられ，こ
れについては，「駅に来る人の数を抑
制するという点で一定の効果が見込め

そうであること」や「鉄道利用者に概ね好意的に受け入れられ
そうであること」などが把握された。

（鉄道総研報告，2009年9月号）

図　大地震に遭遇した人が駅に期待すること


